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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】表面弾性波（ＳＡＷ）を利用して各種のアレル
ギー原因物質から由来したアレルゲンにそれぞれ選択的
に結合するＩｇＥ量及び総ＩｇＥ量を診断対象の血液な
どを測定することで、各種のアレルギー原因物質に対し
て効率よくアレルギーを診断する方法及び装置を提供す
る。
【解決手段】アレルギー疾患診断用ＳＡＷセンサーは、
一つのアレルギー原因物質から由来したアレルゲンが固
定されており、他のアレルギー原因物質から由来したア
レルゲンは含まず、それぞれ別のアレルギー原因物質か
ら由来したアレルゲンが固定された一つ以上のＳＡＷ素
子、及び該素子からの出力信号を検出する信号検出器を
含む。また、該診断方法は、該センサーを利用して各種
のアレルギー原因物質から由来したアレルゲンにそれぞ
れ特異的に結合するＩｇＥ量及び総ＩｇＥ量を診断対象
の血液などを測定することで、各種のアレルギー原因物
質に対して効率よくアレルギーを診断できる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一つのアレルギー原因物質から由来した一種以上のアレルゲンが固定されており、他の
アレルギー原因物質から由来したアレルゲンは含まない一つ以上のテスト表面弾性波素子
と、
　前記テスト表面弾性波素子からの出力信号を検出する信号検出器と、
　を含むアレルギー疾患診断用表面弾性波センサー。
【請求項２】
　前記表面弾性波センサーは、アレルゲンが固定されていない参照表面弾性波素子をさら
に含む請求項１に記載のアレルギー疾患診断用表面弾性波センサー。
【請求項３】
　前記表面弾性波センサーは、前記テスト表面弾性波素子から出力される信号と前記参照
表面弾性波素子から出力される信号とを比較する比較部をさらに含む請求項２に記載のア
レルギー疾患診断用表面弾性波センサー。
【請求項４】
　前記一つ以上のテスト表面弾性波素子は、第１のテスト表面弾性波素子を含む複数のテ
スト表面弾性波素子から構成され、前記複数のテスト表面弾性波素子に別のアレルギー原
因物質から由来したアレルゲンが固定されていることを特徴とする請求項１～３のいずれ
か一項に記載のアレルギー疾患診断用表面弾性波センサー。
【請求項５】
　前記表面弾性波センサーは、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するレセプタが固定された表
面弾性波素子をさらに含む請求項１～４のいずれか一項に記載のアレルギー疾患診断用表
面弾性波センサー。
【請求項６】
　前記レセプタは、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するＩｇＧ、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結
合するＩｇＡ、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するＩｇＭ、アプタマー、マスト細胞及びＩ
ｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するマスト細胞上のレセプタＦｃεＲＩ、及びこれらの混合物
からなる群より選択される一つ以上の要素から構成されることを特徴とする請求項５に記
載のアレルギー疾患診断用表面弾性波センサー。
【請求項７】
　前記信号検出器は、一つ以上の表面弾性波素子から出力される信号の周波数、位相、振
幅、及びクロック数のうちいずれか一つ以上を検出することを特徴とする請求項１～請求
項６のいずれか一項に記載のアレルギー疾患診断用表面弾性波センサー。
【請求項８】
　テスト表面弾性波素子を含む表面弾性波センサーを利用して診断対象のアレルギー疾患
を診断する方法において、
　アレルゲンが固定されたテスト表面弾性波素子のアレルゲンと前記診断対象から採取さ
れたサンプルを反応させるアレルゲン反応段階と、
　前記反応によってテスト表面弾性波素子から出力される信号を検出する信号検出段階と
を含むアレルギー疾患の診断方法。
【請求項９】
　前記表面弾性波センサーは参照表面弾性波素子をさらに含み、
　前記アレルギー疾患の診断方法は、
　アレルゲンが固定されていない参照表面弾性波素子から出力される参照信号を検出する
段階と、
　前記テスト表面弾性波素子から出力され検出された信号と前記参照信号とを比較する段
階と
　をさらに含む請求項８に記載のアレルギー疾患の診断方法。
【請求項１０】
　前記アレルゲンはＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するレセプタを含み、
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　前記反応によってテスト表面弾性波素子から出力される信号を検出する段階は、前記サ
ンプル内の総ＩｇＥ量を測定する段階をさらに含む請求項８または請求項９に記載のアレ
ルギー疾患の診断方法。
【請求項１１】
　前記レセプタは、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するＩｇＧ、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結
合するＩｇＡ、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するＩｇＭ、アプタマー、マスト細胞及びＩ
ｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するマスト細胞上のレセプタＦｃεＲＩ、及びこれらの混合物
からなる群より選択される一つ以上の要素から構成されることを特徴とする請求項１０に
記載のアレルギー疾患の診断方法。
【請求項１２】
　診断対象から採取された前記サンプルは、全血、血清及び血漿のうちいずれか一つ以上
から構成されることを特徴とする請求項８～１１のいずれか一項に記載のアレルギー疾患
診断方法。
【請求項１３】
　前記信号検出段階は、表面弾性波素子から出力される信号の周波数、位相、振幅及びク
ロック数のうちいずれか一つ以上を検出することを特徴とする請求項８～請求項１２のい
ずれか一項に記載のアレルギー疾患診断方法。
【請求項１４】
　診断対象のアレルギー疾患診断方法において、
　第１のテスト表面弾性波素子に一つのアレルギー原因物質から由来したアレルゲンを固
定させるアレルゲン固定段階と、
　前記第１のテスト表面弾性波素子に固定されたアレルゲンと診断対象から採取されたサ
ンプルを反応させるアレルゲン反応段階と、
　前記反応によって第１のテスト表面弾性波素子から出力される信号を検出する信号検出
段階と、
　を含むアレルギー疾患の診断方法。
【請求項１５】
　前記アレルギー疾患の診断方法は、
　アレルゲンが固定されていない参照表面弾性波素子から出力される参照信号を検出する
段階と、
　前記第１のテスト表面弾性波素子から出力され検出された信号と前記参照信号とを比較
する段階と、
　をさらに含む請求項１４に記載のアレルギー疾患の診断方法。
【請求項１６】
　前記アレルゲンはＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するレセプタを含み、
　前記反応によって第１のテスト表面弾性波素子から出力される信号を検出する段階は、
前記サンプル内の総ＩｇＥ量を測定する段階をさらに含む請求項１４または請求項１５に
記載のアレルギー疾患の診断方法。
【請求項１７】
　前記レセプタは、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するＩｇＧ、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結
合するＩｇＡ、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するＩｇＭ、アプタマー、マスト細胞及びＩ
ｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するマスト細胞上のレセプタＦｃεＲＩ、及びこれらの混合物
からなる群より選択される一つ以上の要素から構成されることを特徴とする請求項１６に
記載のアレルギー疾患の診断方法。
【請求項１８】
　前記アレルギー疾患の診断方法は、第１のテスト表面弾性波素子を含む複数のテスト表
面弾性波素子を利用し、前記複数のテスト表面弾性波素子に別のアレルギー原因物質から
由来したアレルゲンが固定されることを特徴とする請求項１４～１７のいずれか一項に記
載のアレルギー疾患の診断方法。
【請求項１９】
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　診断対象から採取された前記サンプルは、全血、血清及び血漿のうちいずれか一つ以上
から構成されることを特徴とする請求項１４～１８のいずれか一項に記載のアレルギー疾
患診断方法。
【請求項２０】
　前記信号検出段階は、 表面弾性波素子から出力される信号の周波数、位相、振幅及び
クロック数のうちいずれか一つ以上を検出することを特徴とする請求項１４～請求項１９
のいずれか一項に記載のアレルギー疾患診断方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表面弾性波（ＳＡＷ）を利用して各種のアレルギー原因物質から由来した一
種以上のアレルゲンに、それぞれ選択的に結合する免疫グロブリンＥ（ＩｇＥ）量及び総
ＩｇＥ量を診断対象の血液などのサンプルから測定することで、各種のアレルギー原因物
質に対してアレルギー疾患を診断することができる表面弾性波センサー及びそれを利用し
たアレルギー疾患診断方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　圧電材料（ｐｉｅｚｏｅｌｅｃｔｒｉｃ　ｍａｔｅｒｉａｌ）を利用した表面弾性波素
子（Ｓｕｒｆａｃｅ　Ａｃｏｕｓｔｉｃ　Ｗａｖｅ　ｄｅｖｉｃｅ；ＳＡＷ　ｄｅｖｉｃ
ｅ）において、入力電極に信号を印加すれば表面弾性波が生成される。素子の表面に対象
物質が結合すれば素子の表面質量が変化し、表面弾性波が対象物質と反応して波動の変化
が生じる。表面弾性波は出力電極から再び電気信号に変換され出力される。このとき、対
象物質によって発生する出力信号の変化を測定することで素子に結合された物質を感知で
きるようになる。
【０００３】
　アレルギーは過敏反応の一種であって普通の人には問題ではないものの、特定の人には
、特定の物質がアレルギーの原因物質であるアレルゲン（Ａｌｌｅｒｇｅｎ）として作用
してアレルギー性疾患を誘発することがあり、酷い場合は、ショック死に至ることもある
。ＩｇＥは血液中の様々なアレルゲンまたはパラサイトの感染に対応して生成される物質
であって、以降、当該アレルゲンに再び露出すると、アレルゲンがＩｇＥのＦａｂ部分に
特異的に結合してアレルギー誘発物質を放出させる。その結果、喘息、アトピー、食べ物
アレルギー、鼻炎などの過敏反応を誘発させる。
【０００４】
　アレルギーの治療や予防のためには、アレルギー原因物質を的確且つ迅速に探し出すこ
とが必要である。アレルギー原因物質を探し出すための方法としては、皮膚端子検査方法
、血清内ＩｇＥの量を化学発光（Ｃｈｅｍｉｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）方式で測定する
方法、ＥＬＩＳＡによる方法などが用いられている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、表面弾性波を利用して各種のアレルギー原因物質から由来したアレルゲンに
それぞれ選択的に結合するＩｇＥ量及び総ＩｇＥ量を診断対象の血液などのサンプルから
測定することで、各種のアレルギー原因物質に対して効率よくアレルギーを診断する方法
及び装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、一つのアレルギー原因物質から由来した一種以上のアレルゲン（すなわち、
単一起源のアレルゲン）が固定され、他のアレルギー原因物質から由来したアレルゲンは
含まない表面弾性波（ＳＡＷ）素子、及び上記表面弾性波素子からの出力信号を検出する
信号検出器を含むアレルギー疾患診断用表面弾性波センサーを提供する。
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【０００７】
　また、本発明は、表面弾性波素子を含む表面弾性波センサー（ＳＡＷセンサー）を利用
して診断対象のアレルギー疾患を診断する方法において、アレルゲンが固定された表面弾
性波素子のアレルゲンと上記診断対象から採取されたサンプルを反応させるアレルゲン反
応段階、及び上記アレルゲン反応段階の反応によって表面弾性波素子から出力される信号
を検出する信号検出段階を含む、アレルギー疾患の診断方法を提供する。
【０００８】
　また、本発明は、診断対象のアレルギー疾患診断方法において、表面弾性波素子にアレ
ルギー原因物質から由来したアレルゲンを固定させるアレルゲン固定段階と、上記アレル
ゲン固定段階によってアレルゲンが固定された表面弾性波素子のアレルゲンと上記診断対
象から採取されたサンプルを反応させるアレルゲン反応段階、及び上記アレルゲン反応段
階の反応によって表面弾性波素子から出力される信号を検出する信号検出段階と、を含む
アレルギー疾患の診断方法を提供する。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の一実施例によるＳＡＷセンサー及び診断方法を用いれば、アレルゲン物質を注
射して患者の皮膚に直接注入する皮膚端子検査によって発生し得る痛みや過敏反応による
ショック（Ａｎａｐｈｙｌａｘｉｓ）の発生を防止することができる。また、皮膚端子検
査が不可能な零歳児や乳児のアレルギー検査を実施することができる。本発明の一実施例
によるＳＡＷセンサー及び診断方法を用いれば、ＳＡＷセンサーを利用して直接的に検査
することができるので、化学発光方式で用いられる酵素、蛍光発色試薬などの高価な試薬
を使用しなくて済み、２次抗体の結合、発色、洗浄などの工程を施さなくて済むので、検
査時間を減らすことができる。特に、各種のアレルゲンを含んでいるアレルギー原因物質
に対して高精度でアレルギー診断を行なうことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】一つのアレルギー原因物質から由来したアレルゲンが固定されたＳＡＷ素子を含
むＳＡＷセンサーを利用してアレルゲン特異ＩｇＥを検出する本発明の一実施例の模式図
である。
【図２】ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するレセプタが固定されたＳＡＷ素子を含むＳＡＷ
センサーを利用して総ＩｇＥを検出する本発明の一実施例の模式図である。
【図３】本発明の一実施例に従ってブタクサ特異的ＩｇＥを分析した結果であって、テス
トＳＡＷ素子と参照ＳＡＷ素子の周波数信号を示したグラフである。
【図４】本発明の一実施例に従ってブタクサ特異的ＩｇＥを分析した結果であって、テス
トＳＡＷ素子と参照ＳＡＷ素子の周波数信号の差を示したグラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　表面弾性波（ＳＡＷ）センサーは、信号生成器と、上記信号を用いて表面弾性波を生成
し、表面弾性波があらかじめ設定された距離だけ進んだ後に表面弾性波を信号に変換して
出力するＳＡＷ素子、及び上記ＳＡＷ素子から出力される信号の変化を検出して上記ＳＡ
Ｗ素子に結合された物質を感知する信号検出器とを含む。
【００１２】
　本発明の一実施例によるＳＡＷセンサーに表面弾性波の発生のための信号を印加するた
めに、ＳＡＷセンサーから出力された出力信号を再びＳＡＷセンサーの入力信号として印
加する発振（ｏｓｃｉｌｌａｔｉｏｎ）による方法を用いることができる。複数のＳＡＷ
センサーを使用する場合は、各センサーを独立して発振させることができる。または、ネ
ットワーク分析器（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｎａｌｙｚｅｒ）を使用してＳＡＷセンサーの外
部において所定の周波数を有する信号を生成し、ＳＡＷセンサーに印加することもできる
。
【００１３】
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　本発明の一実施例によるＳＡＷ素子は、印加された電気信号を機械的波動である表面弾
性波に変換させ、表面弾性波を再び電気信号に変換させて出力するために一つ以上のくし
型電極（Ｉｎｔｅｒ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒ；ＩＤＴ）を含んでもよい
。
【００１４】
　本発明の一実施例によるＳＡＷ素子を使用してＩｇＥのような生体物質を検出するため
に、上記素子上に検出したい生体物質と特異的に結合するレセプタ（ｒｅｃｅｐｔｏｒ）
を固定させ、上記レセプタに上記生体物質が結合する場合に発生する重量の変化による出
力信号の変化を測定することで上記レセプタに結合された生体物質の有無を判断して定性
分析を行い、信号の変化量にて生体物質を定量することができる。
【００１５】
　本発明の好ましい一実施例による一つ以上のＳＡＷ素子には、一つのアレルギー原因物
質から由来した一種以上のアレルゲンが固定されており、各ＳＡＷ素子は、他のアレルギ
ー原因物質から由来したアレルゲンを含んではいけない。上記一つ以上のＳＡＷ素子上に
診断対象から採取したサンプルを注入し、サンプル内のＩｇＥをＳＡＷ素子に固定された
上記アレルゲンに反応させ、各ＳＡＷ素子上のＩｇＥの結合による質量の変化をそれぞれ
の表面弾性波の変化により測定することができる。特定のＳＡＷ素子から表面弾性波信号
の変化が測定されると、診断対象は、当該ＳＡＷ素子に固定されたアレルゲンに特異的な
ＩｇＥを保有しており、したがって、上記アレルゲンが由来した特定のアレルギー原因物
質に対してアレルギーをもつと診断することができる。また、サンプル内のＩｇＥの濃度
によってＩｇＥのアレルゲン特異結合量が変わるため、ＳＡＷ素子の表面に固定されたア
レルゲンに特異的に結合された抗体(ＩｇＥ)濃度による信号変化を用いてＩｇＥのアレル
ゲン特異結合量を定量しサンプル内のＩｇＥ濃度を定量することができる。
【００１６】
　図１は、一つのアレルギー原因物質から由来したアレルゲンが固定されたＳＡＷ素子を
含むＳＡＷセンサーを利用してアレルゲン特異的ＩｇＥを検出する、本発明の一実施例の
模式図である。ＩｇＥがアレルゲンと結合すれば、表面弾性波の周波数の変化、位相の変
化、振幅（Ａｍｐｌｉｔｕｄｅ）の変化、またはクロック（Ｃｌｏｃｋ）数の変化を測定
することができ、上記信号の変化を測定するための信号検出器としては、周波数カウンタ
（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｃｏｕｎｔｅｒ）、位相検出器、ネットワーク分析器、及びオシ
ロスコープなどを使用すればよい。本発明の一実施例では周波数の変化を測定した。
【００１７】
　本発明の他の一実施例によるＳＡＷセンサーは、表面にＩｇＥ　Ｆｃに結合することが
できるレセプタを固定させたＳＡＷ素子をさらに含み、ＩｇＥ　Ｆｃがレセプタと結合し
て起こる表面弾性波の周波数の変化、位相の変化、振幅の変化、またはクロック数の変化
を測定することによって、診断対象から採取したサンプル内の総ＩｇＥ量を測定すること
ができる。総ＩｇＥ量を測定することで診断対象の全般的なアレルギー疾患及びその他免
疫疾患発病可能性を診断することができる。上記レセプタは、ＩｇＥ　Ｆｃだけに特異的
に結合することができる抗体（ＩｇＧ、ＩｇＡ、ＩｇＭなど）、アプタマー（Ａｐｔａｍ
ｅｒ）、マスト細胞（ＭＡＳＴ　ｃｅｌｌ）及びＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するマスト
細胞上のレセプタ（ＦｃεＲＩ）及びこれらの混合物からなる群より選択される一つ以上
の要素から構成されてもよい。図２は、ＩｇＥ　Ｆｃに特異的に結合するレセプタが固定
されたＳＡＷ素子を含むＳＡＷセンサーを利用して総ＩｇＥを検出する本発明の一実施例
の模式図である。
【００１８】
　本発明の一実施例におけるアレルギー原因物質としては、食べ物、花粉、ダニ、カビ、
樹木類、動物の毛、金属、プラスチック、ゴム、薬など人体内のアレルギーを誘発し得る
あらゆる物質が挙げられる。上記各アレルギー原因物質は、一つ以上のアレルゲンを含む
。例えば、アレルギー原因物質であるアスペルギルス・フミガートゥス（Ａｓｐｅｒｇｉ
ｌｌｕｓ　ｆｕｍｉｇａｔｕｓ）は、ペルオキシソーマルタンパク質（Ｐｅｒｏｘｙｓｏ



(7) JP 2009-271057 A 2009.11.19

10

20

30

40

50

ｍａｌ　ｐｒｏｔｅｉｎ）、チオレドキシン（ｔｈｉｏｒｅｄｏｘｉｎ）、メタルプロテ
アーゼ（Ｍｅｔａｌｌｏｐｒｏｔｅａｓｅ）などのアレルゲンを含む。アレルゲンは、ア
レルギー原因物質から抽出された天然のアレルゲンを用いればよく、組み換えタンパク質
を作製して用いてもよい。
【００１９】
　本発明の一実施例によるＳＡＷセンサーは、ＳＡＷ素子の表面にアレルゲンが固定化さ
れていない参照（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）ＳＡＷ素子をさらに含み、アレルゲンが固定され
たＳＡＷ素子（テストＳＡＷ素子）上にＩｇＥが結合した場合の表面弾性波信号の変化を
参照ＳＡＷ素子からの信号の変化と比較する。上記比較のための比較部をさらに含むこと
ができる。この場合、質量（ｍａｓｓ）以外にサンプルの密度、粘度、温度の変化、圧力
の変化によるノイズが相殺されることで高い感度にてテストＳＡＷ素子上にＩｇＥが結合
した場合の表面弾性波信号の変化を感知することができる。テストＳＡＷ素子の数はスク
リーニングしたいアレルギー原因物質の種類の数に応じて決めればよい。
【００２０】
　本発明の一実施例において、上記一つ以上のテストＳＡＷ素子及び参照ＳＡＷ素子は、
一つのチャンバ内に配設されてもよく、またはそれぞれ異なるチャンバ内に配設されても
よい。一つのチャンバ内に配設される場合は、診断対象から採取されたサンプルをチャン
バ内に１回注入すればよく、それぞれ異なるチャンバ内に配設される場合は、診断対象か
ら採取されたサンプルをチャンバ毎に注入すればよい。本発明の一実施例において診断対
象から採取したサンプルは、全血、血清または血漿であればよく、上記サンプルは、ポン
プを利用してＳＡＷセンサー上に注入することができる。血漿は血液中の有形成分である
赤血球、白血球、血小板などを除いた液体であり、血清は血漿から線維素原を除去した残
りのものをいう。
【００２１】
　本発明の一実施例によるＳＡＷ素子は、横断（Ｔｒａｎｓｖｅｒｓｅ）タイプまたは共
振器（Ｒｅｓｏｎａｔｏｒ）タイプである。横断タイプのピーク模様は広く、共振器タイ
プのピーク模様は鋭いが、両タイプともに使用することができる。
【００２２】
　本発明の一実施例によるＳＡＷセンサーは、ＳＡＷ素子から出力された出力信号を再び
ＳＡＷ素子の入力信号に印加する発振方法にて表面弾性波を発生させることができる。
【００２３】
　下記の実施例では、本発明を説明するためにブタクサ（Ｒａｇｗｅｅｄ）特異的ＩｇＥ
を検出する。なお、本発明が下記実施例に限定されるものではない。
【００２４】
　ブタクサは菊科植物であって、花粉はアレルギーの原因になるものと知られている。
【００２５】
　ブタクサ特異的ＩｇＥを検出するために、本発明の一実施例によるテストＳＡＷ素子の
表面にアレルゲンであるブタクサを３－アミノプロピルトリエトキシシラン（３－Ａｍｉ
ｎｏｐｒｏｐｙｌｔｒｉｅｔｈｏｘｙｓｉｌａｎｅ、ＡＰＴＥＳ）とグルタルアルデヒド
（Ｇｌｕｔａｒａｌｄｅｈｙｄｅ）で固定させた。参照ＳＡＷ素子の表面にはＢＳＡ（Ｂ
ｏｖｉｎｅ　ｓｅｒｕｍ　ａｌｂｕｍｉｎ）を３－アミノプロピルトリエトキシシラン（
３-Ａｍｉｎｏｐｒｏｐｙｌｔｒｉｅｔｈｏｘｙｓｉｌａｎｅ、ＡＰＴＥＳ）とグルタル
アルデヒド（Ｇｌｕｔａｒａｌｄｅｈｙｄｅ）で固定させた。上記アレルゲンが固定され
たテストＳＡＷ素子と参照ＳＡＷ素子を一つのチャンバ内に配設させ、発振器にそれぞれ
装着した。チャンバにＰＢＳバッファーを注入して１分間安定化をさせた後、３０秒間１
５ｋＵ／ｌ濃度のブタクサ特異的ＩｇＥが含まれたサンプルを注入した。以降、３分３０
秒間反応をリアルタイムで測定し、１分間ＰＢＳで洗浄した。テストＳＡＷ素子と参照Ｓ
ＡＷ素子の信号の差を比較してブタクサ特異的ＩｇＥの有無を定性分析し、ＩｇＥを定量
した。
【００２６】
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　上記分析結果を図３に示した。図３によれば、１分間安定していた上記二つのＳＡＷ信
号がサンプルの注入による圧力及び粘度の変化によって周波数が低くなった。３０秒後に
サンプルの注入を止めると、サンプル内にあるＩｇＥが結合するテストＳＡＷ素子の信号
は持続的に反応が進められつつ周波数がさらに低くなるのに対し、参照ＳＡＷ素子の信号
はそのまま保持されている。ＰＢＳでのサンプルの洗浄後は反応が止まり、テストＳＡＷ
素子と参照ＳＡＷ素子の信号ともにそのまま保持されている。この二つのＳＡＷ信号の差
を求めてグラフに示したものが図４のグラフである。図４に示す周波数の変化及び変化の
速度からサンプル内のブタクサ特異的ＩｇＥを定量することができる。
【００２７】
　以上、本発明の実施例を図示し説明したが、本発明の技術思想は添付された図面と上記
の説明内容に限定されず、本発明の思想を逸脱しない範囲内で種々の形態の変形が可能で
あることは当該分野の通常の知識を有する者には自明な事実であり、かかる形態の変形は
、本発明の精神に違背しない範囲内で本発明の特許請求の範囲に属するものとみなされる
べきである。

【図１】
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【図３】
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解决的问题：通过使用表面声波（SAW）来测量各种过敏，方法是通过
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及具有固定位置的一个或多个SAW元件，以及用于检测来自所述元件的
输出信号的信号检测器。 此外，该诊断方法使用传感器来测量与各种变
应原衍生的变应原特异性结合的IgE的量以及要诊断的血液中的总IgE的
量，从而测量各种变态反应。 可以有效地诊断对致病物质的过敏。 [选
型图]图1
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